
令和5年2月24日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

■８７．２％
・児童アンケート（１２月）を実施。
・肯定的な回答は、昨年度から微減。
・自分の思いや考えを教師や友達に伝
えることで、確かな学びへとつなげてい
る。児童自身も、そうした学習に手応え
を感じているとうかがえる。

■情報活用能力の育成
・東京都教育委員会情報教育研究校
　大田区教育委員会ＩＣＴ教育推進授業
　モデル実証校（先進校）
・東京都と大田区の研究指定を受け、
情報活用能力の育成をテーマとした校
内研究を実施。
・各教科等の授業を通じて、情報の相
応しい扱い方や基本的操作、プログラミ
ング的思考、情報セキュリティ等、いわ
ゆる情報活用能力を育てていく。

■朝読書
・朝学習において、「読書タイム」の実
施。
（週２回程度実施）
・ＰＴＡ読み聞かせサークルの協力のも
と、読み聞かせを実施。
（低学年・高学年別で、月２回程度実
施）
・放送スタイルや教室への入り込みスタ
イルを使い分けながら実施。

３：
８０％
以上

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

４：
９０%
以上

３：
８０％
以上

２：
６０％
以上

１：
６０%
未満

4

Ｃ

7

４：
９０％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

Ｃ

Ａ

Ｄ

B

■８８．４％
・児童アンケート（１２月）を実施。
・昨年度は、「元気に遊ぶことができ
た。」の質問項目
肯定的な回答は、８８．２％
・児童が自分自身の健康全般へ目を向
けられるよう、質問を変更

・感染症対策について、児童自身がよく
理解をしている。手洗いや換気の必要
性については、折に触れて指導を継
続。
・マスクの着用については、その必要性
と併せて、苦しくならないよう着脱につ
いても指導。

・校内OJTを通じて、「梅の巻」を周知。
より一層体育授業の充実を図っていくと
ともに、今後も運動の日常化を保護者
や地域に呼びかけていく。

・学校公開時「保護者ア
ンケート」における授業
評価で肯定意見の割合

・「健康に気を付けて生
活することができた。」と
回答した児童の割合 Ａ

学校関係者記入欄

10

４：
９０％
以上

・「めあてに向かって学習
し、わかった。」と回答し
た児童の割合

7

Ｂ

1

Ｄ

4

5

6

令和４年度　大田区立梅田小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

〇開校６８周年　児童数９１９名（５月1日現在）　〇学級数２８学級　特別支援教室（３担任）拠点校　　　　〇教職員数５５名：校長１　副校長１　教員３４名　養護教諭２　栄養士１　事務１　専門員１　講師５　事務補助１　副校長アシスタント１　学校講師１　学校特別補助員２　教員支援員１　読書学習司書１　学習補助員 兼 理科支援員２　（民託：用務２　児童誘導員
２　警備３　給食５　ALT２）
〇令和４年度大田区教育委員会ICT教育推進授業モデル実証校（先進校）　令和３・４年度東京都教育委員会情報教育研究校　研究主題「UMEDA・スマート・スクール・プロジェクト～学びにおける日常的なデジタル活用を目指して～」プラグド（Viscuit・Scratchのソフト、ArtecRobo、CodeyRocky、MESHの活用）、アンプラグド（パソコンを使用せず、プログラミング的
思考を育む授業）、情報モラル。全校Ｓｃｒａｔｃｈマスターの取組。さらに、児童一人１台のタブレットを活用した授業・家庭学習の推進（教え方・学び方改革）、校務のスマート化の推進（働き方改革）。
○梅田の学び“うわあ～ 大発見！”“めざせ！〇〇マスター”“だれとでも伝え合おう！”の推進・自主学習ノートのすすめ　　　〇学年朝会の実施　　　○「語先後礼」の励行　　　○全校朝会での校歌斉唱　　　○校長との会食　　　○校内での俳句表彰　　　○低学年・高学年別体育・音楽朝会　　　〇ロング昼休み　　　○体育的活動「梅田ハッピータイム」　　　〇読解
力向上一校一取組（低学年）科学的読み物の推進　（高学年）新聞を読み、まとめることを推進。　　　〇読書の記録の表彰

・「学校が楽しい。」と回
答した児童の割合

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

目標に対する成果指標
取組
評価

11

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
と
も
に

進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

■９５．２％
・保護者アンケート（１２月）を実施。
・肯定的な回答は、昨年度と同程度。
　（昨年度は、９５．５％）

・学校教育全体に対する総合的な視点
でのアンケート項目「我が子は学校生
活を楽しんでいる」の数値を学校満足
度と解釈した。

・アンケート回収率６６．０％
　昨年度から減少（昨年度は、７０．
１％）
令和３年度から、回収方法を変更し、
GoogleFormsを活用している。
・アンケート回収方法について、さらに
周知していく必要がある。

・スクールサポートうめだの協力のもと、
各事業を実施（夏のわくわくスクール、
図書館見守りボランティア、おそうじサ
ポーター）
・今後、おそうじリーダーや図書館ボラ
ンティアの募集へとつなげていく。
・さらに、令和６年度の創立７０周年記
念へ向けて、地域人材の発掘（和太
鼓、レゴ等）を推進していく。

・学校－家庭の線は、太く顔が見えている。
  家庭－地域の線は、細く世代間ギャップもある。
  地域－学校は複数の線がつながっているものの、面にはなっていない。
　「地域（面）の中に入っている学校（点）と家庭（点）の３者が、互いに常によく見
えている」　そんなコミュニティが理想かなと思う。

・スクールサポートうめだは、今のところ、「できる範囲でやっている」という印象。
何を求めているのか。仕事をもちながらの活動では限界もあり、求められるもの
によっては、人選からの見直しも必要ではないかと思っている。

・地域の行事などにも、教員・児童が積極的に参加していると思う。

・学校での様子を知る手段がまだ少ないため、機会を増やしてほしい。

・池上や入新井地区といった大きな商店街やお寺もある地域と比較すると、梅田
小は地域との関わりがやや薄いように感じる。周年行事などを通じて、より深い
つながりをもてるとよい。

・地域の人から勉強を教えてもらう体制づくりができるとよいと思う。自分も手伝う
ことが可能。

・コロナ禍で、地域との交流が不十分だった中、各自が工夫して活動した結果の
評価と思われる。地域との関わりを密にした活動ができるよう、引き続き努力し
ていく。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

1

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

4

4

3

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

Ａ

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

Ｄ

4

4

4

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

３：
８０％
以上児童・生徒一

人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

１：
６０％
未満

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

3

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

4

3

4

3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

4

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

3

4

4

・目標に対する取組評価が高く、児童アンケートも約９０％が肯定的という結果
は、素晴らしい。

・補習教室への出席率は、どの程度か教えて欲しい。
（児童アンケートの「分かった」の回答が多く、出席率は高いと判断した。）

・在校児童保護者からは、教育指導方針等についての不満や批判は聞きませ
ん。

・補習教室は、親や子どもからの希望で受けられるようにすることは可能か。

・算数がコース別となっていることが、個別に学習をすすめられる点でとても効果
的だと思う。英語やＩＣＴ教育にも適用されると、より学習効果が得られると思う。

・目標に向かって学習に努力することと、学んだことを外に向かって伝え合う必要
というものを十分に理解できている。

・様々、不足する場合は、補習教室を通じて目標に近づく努力を引き続き推進し
ていってほしい。

■８９．４％
・児童アンケート（１２月）を実施。
・肯定的な回答は、昨年度から微増。
　（昨年度は、８７．２％）
・めあてに向かって学習すること、そし
て、学んだことや考えたことを友達と伝
え合うという学習スタイルが、確立して
きているといえる。
・また、行事や学校生活等、あらゆる場
面でめあて意識をもって活動することが
できている。

■補習教室
・平日補習（原則、毎週水曜日）
　土曜日補習（年間６回）
・３～６年生に実施
　１学期後半からは、２年生に拡充
　３学期からは、１年生へ拡充を検討
・学習補助員の活用をさらに推進して、
平日補習の充実を図っていく。

8

2

Ａ

Ｂ

■９１．０％
・児童アンケート（１２月）を実施。
・肯定的な回答は、昨年度から微増。
　（昨年度は、８８．４％）
・コロナ禍の中、制約されることが多い
が、立ち止まることなく教育活動をすす
めようと、解決できるか方法を模索して
きた。

・運動会、音楽会といった大きな行事の
運営方法については、昨年度の成果を
生かしさらに工夫をして実施した。
・音楽会については、オンライン配信を
実施。課題はあるものの、保護者に好
評であった。

・移動教室（６年生 伊豆高原）や各学年
の遠足、社会科見学等の校外学習につ
いては、感染症対策を講じつつ、無理
のない実施計画を検討。
・児童一人一人にとって、楽しい思い出
を残すことができた。

・軽微な問題も取り上げる体制を大切に
して、早期発見へつなげるため、毎週、
児童の様子を記録する時間を確保。
・児童の不安や悩みに寄り添った相談
体制を充実できるよう、学校生活調査
や学級集団調査を活用。（６月、１１月）

・教員全体に本校の「いじめ防止基本方
針」について、再度周知した。

B

・保護者アンケートによ
る学校評価における、学
校満足度の割合

・移動教室や遠足、校外学習は次年度は、ぜひコロナ禍前に近い形で実施して
欲しい。
多い人数の学校により制約があるかもしれないが、情報があふれる時代だから
こそ、実体験、普段できない経験を大切にしてほしい。

・多くの児童が、「学校が楽しい」と答えていることは良いことだと思う。学校のが
んばりが、形となっている。残りの、８．７％の児童へのフォローをお願いしたい。

・学校が楽しいと思っている児童が多いことは、大変良いことだと思う。

・コロナ禍の中、工夫して行事を行えたことに感謝している。

・サンポートルームへの希望者が多く、全員が入れる状況ではないと聞いた。大
田区全体での不登校が１０００人を超えたことも聞いた。子どもたちの心の成長
がサポートできるような体制作りがさらに進んでいくよう希望する。

・コロナ禍の中、できることできないことを峻別し、その中で工夫して各種行事を
実施してきたことは、評価に値する。

・いじめ、不登校については、児童の様子の不断の広い観察が重要であり、引き
続き周知徹底を推進してもらいたい。

・食事、運動、睡眠の大切さを耳にタコができるくらい、学校でも伝えて欲しい。
早寝競争、朝ごはん発表（強制ではない形で）などは、どうかな？と思った。

・休み時間の校庭のにぎわいが薄れていることは、残念な気持ちですが、コロナ
禍での多くの工夫の結果なのだと考えている。

・依然と同じ環境で行うのはまだ無理だと思う。それでもいろいろと考えて実施し
ていることに感謝している。

・コロナ禍でありながらも工夫した運動会や地教連への給食試食などが良いと思
う。

・校外でスポーツの習い事をしている児童が多い。外で遊ぶ機会が相対的に
減っている状況だが、校庭開放などをもっと増やして遊びの時間を確保できると
良いと思う。手洗いについて、不十分な児童がいるので、気にしている。

・広い校庭を十分に活用し、元気に遊ぶことができる環境はありがたい。児童
は、遊びから多くの事を自然に学ぶことができる。

・非常に高い保護者の評価は、喜ばしい結果。しかし、昨年度から４％の減少の
原因は確認及び改善できれば、来年度への増加につながる。連続減少は、避け
たい。

・肯定的な意見は、なぜ、減ってしまったのだろうか。

・学校行事などに地域の方を積極的に案内していることが良いと思う。

・感染状況を見ながら学校公開を実施してもらい、感謝している。

・学校公開ウィークを実施する他区もあるということで、今後検討していってほし
い。

・プログラミング等において、苦手意識をもっている児童もいるようなので、能力
別にクラスを分けるなどすると、よりよいと思う。

・教師の教育に対するモチベーションを維持し、普段の努力を引き続きお願いし
たい。

Ｃ

Ｄ

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

4

■９３．７％
・保護者アンケート（６月、１０月）を実
施。
・肯定的な回答は、昨年度から減少。
　（昨年度は、９７．７％）

・学校公開時には、参観人数を制限して
実施。多くの保護者に参観していただい
た。
・授業の分かりやすさ、児童一人一人の
活動の充実度という視点で、肯定的な
ご意見をいただいた。
・児童一人一人の活躍場面を保障でき
るよう、授業改善を図っていく。

3

4

4

3

3

4

4

4

Ｄ

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

4

・「学んだことや考えたこ
と、仕上げた作品などを
友達に伝えることができ
た。」と回答した児童の
割合

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。 4

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

3

２：
６０％
以上

Ａ

・目標に対する成果指標がこの１点のみで良いのか、評価が難しいと感じた。

・自分の考えを人に伝える能力は、国際化に伴い、ますます必要に迫られてい
る。８０％以上の維持が続くことを期待している。

・インターネット、スマホ、SNSの普及により、未成年ですでに情報があふれるだ
けでなく、自ら発信できる時代になった。小学生時代に「情報との接し方」や「ア
ナログの必要性、利点」を「活用」の前に伝えられたらと思った。

・情報機器に頼り過ぎず、自分の感性を大事にする教育も必要ではないかと思
う。また、本物に触れることも重要と考える。情報機器は、危険と隣り合わせであ
ることを教えることも重要だと考える。こうしたことを伝えられているかということ
も、評価の対象に入れて欲しい。

・校長自ら積極的にＩＣＴに取り組んでいると思う。

・８８．４％→８７．２％の変化は、大きな減少だと思う。学年別、男女別等、原因
の追求が必要だと思う。

・朝の活動では、PTAの読み聞かせが教室でできるようになり、親が学校の様子
を見られる良い機会にもなっています。今後も感染対策を取りながら、継続して
いきたい。

・インターネットで様々なことを調べられ、知りたいことをどんどん吸収できること
が非常に良いと思う一方、ネットの情報が全て正しいものや、証明済みでないも
の、ただの主張であるものの区別がまだ付かないことが心配。並行して、本での
調べものや百科事典の利用なども教えていってほしい。

・従来のアナログ的な活動より、収集した情報をデジタルの活用により、取りまと
めていく能力を醸成して欲しい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

3

Ｂ 4

Ｃ


